
一ユーファンドランド

NewfoundlandSongCultures

ﾆｭｰﾌｧﾝドﾗﾝドの歌謡文化

フイリツプ．へイワードPhilipH,､YwARD

[森野聡子訳］

カナダ、

ニューファンドランドで渡奏されるフォークソングの'|ｿ|質やその文化的位悩づけを

m解するには、このi:》の地11』やIff史といった背景を知っておくことが必要です。

ニューファンドランドはカナダの大西洋沖に突き川た大きな島で、ヨーロッパ人

がこの島を初めて訪れたのは千年以'2昔のこと、スカンジナヴィア半島から渡って

きたヴァイキングがランス・オウ・メドウズ(L'AnseauxMeadows)と呼ばれるIル

の北西端に居留地を作り、2年ほど拝らしました。ヨーロッパの漁船がたびたび烏を

訪れるようになるのが151":紀で、

グランド・バンクス(theGrand

Banks)という海域で大賊にとれ

るタラが、、"l時、人11が卿入する

Ill,ヨーロッパの人々の11を潤しま

す。こうして重要なタラ漁拠点と

なったこのiｳを、イングランドが

初の海外柚腿地として宣言するの

が1583年のことです。

人柚が始まるのは17世紀初め

で、イングランドと交易を行う漁

I'niiの村、ニューファンドランドで

｢アウトポート」(out-port)と呼

ばれる小さな集落が海沿いに作ら

れますが、他の集落との交流や．
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ミュニケーションはもっぱら海路で行われました。道路網が整備されるのは20世紀

のことです。入植者が来たとき、島にはベーアタク族(theBeothuk)やミクマック

族(theMicmac)といった原住民が住んでいましたが、ベーアタク族は衰退し、ベー

アタク語の最後の話し手は1829年に亡くなりました。したがって先住民文化の影響

は、ニューファンドランドのヨーロッパ移民のフォークカルチャーには見られません。

ニューファンドランドの住民の大半は、ブリテン島とアイルランドから渡ってきた

人々の子孫です。そのうち、ほぼ60％がイングランドの南西部、特にデヴォン、ドー

セット、サマセットといった州からやって来ました。30％はアイルランド南部、残

りはスコットランドとフランスからです。彼らの住む海岸部の集落の大半は20世紀

半ばまで孤立していたので、英語やアイルランド英語の方言、特にフォークソングが

入植当時から現在まで保存されました。現存する伝統歌謡のレパートリーには、こう

した古い英語の歌やアイルランドのフォークソング、加えて、初期の入植者が作った

歌が含まれています。ただし、アイルランド語（ゲール語）の歌については伝承が途

絶えてしまい、20世紀以降のニューファンドランドの伝統音楽の構成要素とはなっ

ていません。

ニューファンドランドの伝統音楽の復興はこれまで何度かありました（特に盛ん

だったのが1960年代です）が､基本的に、ニューファンドランドの伝統音楽は「オー

ガニックな」遺産であり、その点がより「人工的｣な、イングランドのフォークソ

ング・リバイバルや、実にうまく「創造された｣、オーストラリアのヨーロッパ人コ

ミュニティのフォークソングとは異なるところです。ニューファンドランドが、アイ

ルランドとイングランドとの文化的紳を維持してきたもう一つの要因は、〔カナダの他

の地域よりも遅〈まで〕ブリテンの植民地であり続けたという歴史的事実です。1949年、

住民投票が行われ、賛成51%、反対49%の僅差で、ニューファンドランドはようや

くカナダ連邦に加盟します。

ニューファンドランドの現在の人口はおおよそ50万人、大多数の島民が沿岸地帯、

特に州都であるセント・ジョンズ(StJohn's)近辺の、島の南東部に暮らしています。

さて、ニューファンドランドの伝統継承者、ジム・ぺインをご紹介できることを

大変うれしく思います。ジムは1955年にニューファンドランドの北海岸にあるノー

トルダム湾(NotreDameBay)で生まれました。ジムはシンガーであり、ソングラ

イターであり、さまざまな楽器を演奏するだけでなく、コメディアン、俳優、そし

て「シング．ソング｣2というレコード．レーベルの創設者兼社長として、この30年

間ニューファンドランドで精力的に活動を続けています。多くのCDを発表、ソロと
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ジム・ペインのﾉ|まれたノー|､ルダム湾のアウトポート、ロバーツ・アームRobert'sAnn

(7血'4提供：ジム・ベイン）

して、あるいは、ニューファンドランドを代表するミュージシャン、ファーガス・オ

バーン(FergusO'Byrnc)とのデュオ、そして「クラウド・オブ・ボールド・シェ

アメン」(ACrowdofBoldSharemen)というバンドとしてレコーディングを行って

います。けれども、こうした数々の録肖にもまして亜!災なのは、ジムが秀でた伝統継

承音であるということです。

「伝統継承剛(traditionbearer)という川lii'iは、言い換えるならば、「ある伝統を真

に体現している人物で、その伝統が生まれたコミュニティや雌肘|とじかに接触して伝

統を体側:した者」という意味です。伝統継承荷は杵g人であるとは限f)ません。家族

や地域で「ひそやかに」伝統を守る人もいます。けれども、もっとも影群ﾉjのある伝

統継承者は、ジムのように、仏統様式を忠実に守りながら、それらを新しい文I脈で表

現することで、伝統が文化の流れの!''に生き続け、継承されていくことを'1能にする
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ような人物です。

このような「伝統継承」と、作為的にリバイバルを仕掛ける人々が行う「伝統継

承」には大きな違いがあります。後者は、フォークソングのような形式を、もともと

の背景や意義から切り離してしまうのです。演奏家としてのジムの最大の魅力は、彼

がニューファンドランドの伝統音楽を深く敬愛する一方で、それを恭しく奉るのでは

なく、カジュアルにユーモアをこめて見せている点です。フォークミュージックがコ

ンサートホールで演奏されたり、大学の研究者に大真面目に分析されたりするとき忘

れがちなのが、フォークソングはもともと体験の共有一失望、悲しみ、あきらめ、

風刺、笑い、喜び、情熱といった感情を含みます－から生まれ、社交の場でともに

飲み食いし、踊るとき、あるいはその他もろもろの娯楽の場で歌われるのが普通だっ

たという事実です。ジムはこうした面を演奏に活かしており、それが、彼の歌う伝承

歌謡に息吹を与えるのです。ジムはニューファンドランド各地で演奏していますが、

たいていは村の集会所やパブ、そして夏に開催される各種フェスティバルで歌ってい

ます。こうしたところが、ニューファンドランドのフォークミュージックが一般的に

演奏される場所なのです。

ジムは、別の意味でも、重要な伝統継承者です。もし、フォークミュージックの伝

統というものが、単に昔の、お定まりのレパートリーをくり返すだけだったら、「か

びがはえて」しまいます。たとえ、アレンジは今風に、レパートリーは新しめにして

もです。ジムが自分で作ったオリジナル・ソングは、ニューファンドランドの伝統歌

謡にとって、とても大きな貢献です。ここで二つご紹介しましよう。
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1)EmptyNets(空っぽの網:

題名は、乱獲によるニューファンドランドのタラ漁の衰退と、ほかに雇用の場

のない漁師たちが直面している経済的困難を表したものです。地域社会の失業問

題はニューファンドランドが抱える大きな社会問題で、多くの若者が島を離れ、

トロントなど本土の大都市に働きに出たり、カナダ軍に加わったり、アルバータ

州のタールサンド〔合成石油の材料となる油砂〕の鉱山に行かざるをえません。「空っ

ぽの網」という語句は、網に十分な魚がかからなくなったという現実に加えて、

比ゆ的な表現として、職や商売のチャンスがないこと全般を象徴しているのです。

2)WaveoverWave(波また波:

これは、別の角度から、海と、海に生きる者の心情を歌ったものです。家から
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遠く離れて海上にいる主人公、トウィリンゲイト島(TwillingateIsland)出身

の船乗りは、歌の中でこう告白します。「何もない海原の真っただ中、それが俺

の一番のお気に入り｣。その一方で、毎年10か月もの間、妻や家族から引き離さ

れていることもわかっています。漁師たちの胸中と海へ駆り立てられる気持ちを

繊細につづった歌です。家を離れ、遠洋で生計を立てる暮らしはニューファンド

ランドでは急速に減ってはいますが、こうした生活がアウトポートと呼ばれる漁

師社会の礎を作ってきたものなのです。

今回のシンポジウムに招待されるにあたり、伝統音楽の遺産に関する重要な論点を

いくつか話すよう要請されました。その一つが伝統の継承です。フォークソングは、

どのようにして、またどの程度、新しい世代へと受け継がれていくのでしょうか。そ

して、このような世代の「輪」は21世紀のニューファンドランドにおいても持続可

能なのでしょうか。

この問いかけに答えることは困難です。島内、あるいは島外のニューファンドラン

ダーのコミュニティの中にも、若者たちが年長者から伝統的な方法で歌を習い覚える

ような家庭環境や社会状況は存在しますが、こうした慣習は衰退しつつあり、これの

みで伝統を守ることはできません。コミュニティの中で、コミュニティの住民や、ジ

ムのようなプロのミュージシャンがフォークソングをライブ演奏することも、歌を継

承していく上では重要です。こうした点から注目したいのがニューファンドランドで

最も成功している音楽活動、グレート・ビッグ・シー(GreatBigSea)というロッ

ク・バンドの活動です。このバンドは1993年に結成されて以来、伝統音楽をレパー

トリーの中心としてきました。ジムのWaveoverWaveもカバーしています。そして

ニューファンドランドの伝統音楽を、カナダ全国ツアーやCD、DVDの発売、テレ

ビ出演、インターネットなどを通じてカナダ全土に広めたのです。彼らの人気の一端

をご紹介しましょう。1999年元旦にセント・ジョンズで行われた野外コンサートは9

万人の観客を集めるという、ニューファンドランドの音楽史上最大のイベントとなり

ました。

ニューファンドランドの伝統音楽の未来は簡単には見定められません。ほかの伝統

音楽の行く末も同様です。ニューファンドランドの伝統音楽の恵まれた点としては、

地域全体が郷土に対する強い帰属意識（アイデンティティ）と誇りを持っていること

が挙げられますが、その一方で、島から住民が出ていくことで社会的・文化的変化が

起こっており、また外国、特にアメリカのメディアや音楽がどんどん流入し人気を得
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ています。ニューファンドランドのフォークソングの未来は、次の伝統継承者がどの

ようにしてジムや彼の仲間が成し遂げたことを継続していくのか、そして、どの程度、

人々の心をとらえていくことができるかにかかっています。いわゆる「古典」と呼ば

れるような古いフォークソングのレパートリーが、たとえどのような形であれ、これ

からも残っていくことは確かでしょう。けれども、伝統音楽の未来を支えるのは、時

代に即した新しい素材と古い要素、その両方を兼ね備えたレパートリーを作り続けて

いくことであると信じています。
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2011年12月12日のシンポジウム「カナダ・ニューファンドランド」では、講演者のDrへイ

ワードが急速来日を取りやめたことから、当日の解説はコーディネータの森野が行った。本稿

は、事前に送られていた講演原稿を訳出したものである。注は訳者による。

1989年に創設された。活動やアルバムについてはSingSongIncのホームページを参照された

V>(http://www.singsonginc・ca/)o
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